
新型コロナウイルス感染症に関連して、３点お伝えいたします。
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１点目、社会福祉施設における新型コロナウイルス感染症に係る今後の対応について、通所系事
業所、入所施設には先日通知を発出しておりますが、改めて概要をご説明します。
まず、「感染状況の把握」について、これまでは、事業所で１名でも陽性者が発生した場合、
FAXで報告をいただいておりましたが、これが不要となります。コロナが５類感染症であること
を踏まえ、４月以降は平時の対応に移行しますので、多数の陽性者が確認された場合において、
感染症法に基づき保健所へ報告いただくこととなります。
「業務継続支援チームによる支援」について、クラスター発生時に、ご要望に応じて訪問支援等
をさせていただいておりましたが、こちらも終了となります。４月以降は事案ごとに個別の対応
となりますので、必要に応じ、高齢者福祉課、又は所管の保健所にご相談いただければと思いま
す。
「介護職員等派遣制度」について、クラスター発生時の事業所間での職員派遣について、ご要望
に応じて県社会福祉協議会で調整してもらっていましたが、こちらも終了となります。しかしな
がら、今後も、感染症に限らず、自然災害等も含め、非常時を想定した体制整備が重要ですので、
たとえば同一法人内や同一地域内での応援体制の構築について検討いただき、各事業所のBCPに
盛り込んでいただくことなどを、ご検討いただければと思います。
「職員のメンタルケア」について、「こころのケア訪問」として実施していた相談対応は終了い
たします。
施設内療養体制を支援するために県で確保していた酸素濃縮装置についても、年度内で確保を終
了いたします。
「抗原検査キット」について、事業所内での感染拡大予防のため、職員用の検査キットを無料で
配布しておりましたが、こちらも終了となります。
クラスター発生施設への「感染防護具」の提供についても、基本的に終了となります。
抗原検査キットや感染防護具については、施設において必要数を確保いただくことが基本となり
ますので、こちらもBCPに盛り込むなどをしたうえで、平時から非常時を想定した必要数確保の
取組をよろしくお願いします。
「研修等」について、５類移行時には、施設職員向けの研修会などを実施したところです。入所
系の施設については、今回の報酬改定で新設された「感染対策向上加算」により、医療機関との
連携確保や定期的な研修参加について、加算で評価されることとなりましたので、施設における
積極的な取組をお願いします。
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２点目、新型コロナウイルス感染症流行下における介護サービス事業所等のサービス提供体制確
保事業費補助金の事業終了について、こちらも先日事務連絡を発出しているところです。
新型コロナウイルス感染症への対応に伴って発生したいわゆる「かかり増し経費」や、陽性者の
施設内療養に対して補助金を交付するものですが、こちらは３月末で終了となります。この「３
月末で終了」というのは、「３月末までに発生した経費が対象となる（つまり、今後４月以降に
発生した経費は対象とならない）」という意味合いです。具体的な申請手続きなどは、来年度に
入ってから行うこととなりますので、現時点で申請書を提出していないものについて、今後の新
規申請は当面行わないようお願いします。申請の受付は５月中旬から再開し、６月末で締め切る
予定ですので、ひとまずご準備をよろしくお願いします。詳細は４月以降に改めてご連絡いたし
ます。
なお、令和５年１２月以前に発生した経費に係る申請については、既に締め切っていますので念
のため申し添えます。
詳細は掲載している一覧表でご確認ください。
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３点目、令和６年４月以降の新型コロナウイルス感染症に係る介護サービス事業所の人員基準等
の臨時的な取扱いについてとなります。
資料に掲載のとおり、新型コロナウイルス感染症に係る介護サービス事業所の人員基準等の臨時
的な取扱いに関する一連の事務連絡については、令和６年３月31日をもって廃止となります。
ただし、一部の臨時的な取扱いについては、廃止することにより介護サービス事業所の運営への
影響が大きいことを踏まえ、令和６年４月１日から令和７年３月31日までの間において、資料の
とおりの取扱いとなりますので、ご確認ください。
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